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太誌は物 性関係の興味あ りそ う脅研究会についての案内や報告を抱戟 し,読
者を益するよう努めて来せしたが,今度襲陀充実した研究全教告を提供する こ ･
とを目的として特派員制度を設けることに祭 りまし允 O これ揺従来続集部で適
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･ ニュ･丁ス .プVで 1)ン ト案内
に提出すること0
～
5.謝礼 :研究会参加旅費 (下記 4 ･b告考慮 し,基研旅費規定に準じる)と
編集料 (5000 (+a )円)が原稿受穿時に支給 さーれる｡




b) 参加計画 (研究会の鞄僻顔所 ･日軌 本制度L;j外か やの参加費補助の有
無)
o)略歴 (特派員 としての資質を示すの泥足 りる程度の研究歴を含むことが/
望ましい)







･o EstiⅡ.ates fof theCritioalG･ap =ndeX for theThree
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,oMany-Body ‡)roblem Cf Atractive F.-ermionswith Arbitra~
ry Spirlin OrleDimer!Sion (班.Takahashi)
編 集 後 記 -
｢物性研究｣について,皆さんがどのようにか考えに食っているかけ,編集
部として常々気に在ることですo a
先 日ある大学を訪れた とき,若い研究者に意見を聞きます と, ｢今時,こん





て, 代｢扱 性研究｣卑しで も物性研究にも三上 も幽 ら舟い.のが ｢物性研究｣,
と云 うことでは先は知れています｡私は ｢物性研究｣杏Lでは物性翫究が出来
費いよう骨 ものであるべ きだとt･1,いささか も考えませんが, ｢物性研究｣夜
Lに物性研究をすると,どうも不便だ,物足 りをい,腹のふ くれそ思いがする
一 ･そ F)云 うもので象ってほしいと思 っています ∴
今号の編集会議で括,別線のようを特派貞制度を新たU7=設けることが決ま り
ま したOまた京都編集夢と各地編廉員の交蔀を含めた ｢読者の会｣とでも云 う
べ きもq)を匪いた らどう′か-と云･う意見がかねがねあ り膏したが,まず事始めに,
各地編集員を含めた編集委員会を,来る 9月＼25日午前 11時より,日本物 理
学会鉦会々場で馳 くことにしました言これ折閉 じた全七はあ りませんので ,柄
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